
1関西国際空港第１ターミナルビルにおける不同沈下対策工事の改善

関西国際空港第１ターミナルビルにおける
不同沈下対策工事の改善

開発実施者
（作業所） 泉本 明宏

廣田 心介
岩下 雄治

（西日本機材センター） 川田 享司
東 俊行

○五軒矢朋晃

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関西国際空港第１ターミナルビルにおける不同沈下対策工事の改善について、西日本機材センター施工グループの五軒矢が発表します。
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ジャッキアップ方法改善 作業員への教育

特命物件

不同沈下修正工事

①本館

②凸凹を均一化

③ブロック

④周回する

テナントとの調整強化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本工事は発注者である関西エアポートからの特命物件であり、ジャッキアップ方法の改善と作業員への教育、テナントとの調整強化の３つの改善により、空港ターミナルビルを効率よく修正できる方法を確立できたので、報告します。
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関西国際空港は陸から約５㎞離れた沖合に建設され、関空島
の海底地盤は粘土層で出来ており、上部は柔らかい沖積層、
その下には比較的固い上部洪積層、固い下部洪積層で出来て
います。島の重さにより、この粘土層が沈下している。

約５㎞

沖積層

上部洪積層

工事背景～関西空港不同沈下の状況～

下部洪積層

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
工事背景です。関西国際空港は陸から約５㎞離れた沖合に建設され、関空島の海底地盤は粘土質である沖積層、上部洪積層、下部洪積層で出来ており、島の重さにより、この粘土層が沈下しています。
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開
港

沖積層はサンドドレーン工法の地盤改良により開港時には沈下は終息。
洪積層は現在も沈下が進行。

沈下が継続

沖積層の沈下状況

洪積層の沈下状況

現
在

工事背景～関西空港不同沈下の状況～

開
港

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
沖積層はサンドドレーン工法の地盤改良により開港時には沈下も終息していますが、洪積層は現在も沈下が継続しています。
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1994年の開港以来２４年間で、過去１１回の沈下修正工事を行っ
てきている。今回１２回目の工事となる。

JUP
1回目

（
開
港
）

今回12回目
工事

JUP
3回目

JUP
4回目

JUP
5回目

JUP
6回目 JUP

7回目 JUP
8回目

JUP
9回目

JUP
10回目

JUP
11回目

（他社施工）

工事背景～関西空港不同沈下の状況～

JUP
2回目

年間
６㎝沈下

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
開港からの年間沈下量を示したグラフがこちらになります。グラフ差す！！年々沈下量は落ち着いてきているものの、現在では年間約6㎝沈んでいます。開港からこれまでに沈下修正工事は11回行っており、今回が１２回目の工事となります。
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ジャッキアップイメージ図

工事背景～不同沈下対策～

300ｔ
油圧ジャッキ

沈下修正対策としてジャッキアップ工事が指定されています。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この沈下修正の対策として建物のひずみを直すジャッキアップ工事が建築当初から指定されていました。
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フィラープ
レート量

０～３００㎜まで ３００㎜～７８５㎜まで ７８５㎜以上

工法 フィラープレート工法
ベースブロック工法

＋
フィラープレート工法

柱延長工法
＋

フィラープレート工法

概要

歩掛り 最大２０柱／日 設置 ３～４柱／日
溶接 ２．５日／柱

７日／柱

柱脚の種類を下に示す

工事背景～柱の形状～

Φ180シアキー
（芯棒）

嵩上げ用
フィラープレート

ジャッキ受けブラケット

ｔ=75
ベースブロック
（溶接接合）

嵩上げ用
フィラープレート

Φ180シアキー
（芯棒）

柱延長部材
（ボルト接合）

750㎜

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、柱脚の種類は基本的なフィラープレートのみで構成される柱とこれまでのジャッキアップによりフィラープレート量が300㎜を超えると厚み７5㎜の鉄板であるベースブロックを溶接し改造している柱、また、フィラープレート量とベースブロック量の合計が785㎜を超えると、鉄骨同士重ねた柱延長部材に改造している柱の３種類があります。
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■一 般 事 項
工事名称 関西国際空港第１ターミナルビル不同沈下修正工事（南工区）
建築地 大阪府泉佐野市泉州空港北1番地
発注者（監督員） 関西エアポート 株式会社

（補助監督員）新関西国際空港エンジニアリング 株式会社
設計者（技術アドバイザリー） 株式会社 日建設計
施工 株式会社 竹中工務店
工期 2017年11月14日～2019年1月30日

■建 物 概 要
構造 S造、ＳＲＣ造
階数 地上4階 地下１階
建物規模 南工区：幅834m、奥行き152m

■不同沈下対策工事内容
建築工事 ジャッキアップ関連工事

南WING柱延長工事
各所不具合改修工事

設備工事 機械設備工事
電気設備工事
昇降設備工事

プロジェクト概要

南工区：竹中工務店施工 北工区：他社施工

42m

834ｍ

152m

南工区

第1ターミナルビル

２期島

１期島

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本物件の対象建物は、1期島の中央部に位置する第一ターミナルビルとなります。建物は北工区、南工区に分かれており、今回南工区が当社の施工範囲となります。南工区は幅834m、奥行き152mの細長い建物となっております。不同沈下対策工事内容はこのようになっております。
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施工条件の把握

本建物は店舗、出入国管理などの本館と航空機への乗込み導線、待合ロビー

などのＷＩＮＧで構成されており、全長８３４ｍの長い建物となっており、
柱４４０本の内、本館では１１１本、ＷＩＮＧでは２３６本がジャッキアッ
プ対象となっている。

42m

本館ＷＩＮＧ

201ｍ633ｍ

152m
地下1階

1階
柱111本

柱236本

南工区
834ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に施工条件を説明いたします。本建物は店舗、出入国管理などの本館と航空機への乗込み導線、待合ロビーなどのＷＩＮＧで構成されており、本館では１１１本、ＷＩＮＧでは２３６本の柱がジャッキアップ対象となっています。
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施工条件の把握～管理値～

ジャッキアップの管理値としての当該柱とスパン間の相対変形
角１/６００を超えないように指定されている。

1/600以内
ジャッキアップ

スパン間最大14,400㎜スパン間最大14,400㎜

最大24㎜
1/600以内

最大24㎜

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジャッキアップ中の管理値として当該柱とスパン間の相対変形角１/６００を超えないように指定されています。
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南本館南ウィング

施工条件の把握～作業における制約～

ジャッキアップ工事には空港の運営上から夜間工事となるが、場所により
作業時間が決めれています。

特にＷＩＮＧの西側半分のジャッキアップは上階に自動案内軌条式旅客輸
送システム（ＡＧＴ）と呼ばれるＷＩＮＧ先端までお客を運ぶ無人列車が
あるため、停止してからの夜間２：００～４：００の２時間しか作業がで
きない。

北

作業時間
22：00～6：00

作業時間
1：00～ 4：00

作業時間
2：00～4：00

作業時間
10：00～6：00

作業時間
1：30～5：00

ＡＧＴ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作業時間は空港の運営上から夜間工事となり、場所によって作業時間が決められています。特にＷＩＮＧの西側半分のジャッキアップは上階にＡＧＴと呼ばれるＷＩＮＧ先端まで旅客を運ぶ無人列車があるため、停止してからの夜間２：００～４：００の２時間しか作業ができません。
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南本館南ウィング

ジャッキアップ対象柱が、空港で働くテナントや飛行機に乗る
為のバスラウンジなどの部屋内にもあり、作業日、作業時間の
調整を密に行う必要があり。

航空会社・税関など

国際線バスラウンジ
物販倉庫など

施工条件の把握～作業における制約～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、ジャッキアップ対象柱が、テナントの部屋内にもあり、作業日、作業時間の調整を密に行う必要がありました。



13関西国際空港第１ターミナルビルにおける不同沈下対策工事の改善

施工条件の把握～ジャッキアップ修正量～

沈下量が不規則で沈下量が凸凹となっている。
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2017年沈下修正量グラフ

ジャッキアップ量

WING 本館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、今回工事の沈下量を示したグラフとなります。沈下が不規則で凸凹した形状となっています。
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計画当初、今までのジャッキアップ同様、端部から順番に規定量のジャッキ
アップを行い、周回する方法で計画していた。

従来のジャッキアップ方法
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2017年沈下修正量グラフ

1周目完了後

2周目完了後

3周目完了後

4周目完了後

周回する

施工条件の把握～ジャッキアップ方法～

WING 本館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
計画当初、従来のジャッキアップ方法同様、端部から順番に規定量のジャッキアップを行い、周回する方法で計画していました。
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施工条件の把握～他工事への影響～

付随工事としてアスファルト高さとグレーチング高さを建物高さに調整する外構工事
があり、隣接する範囲のジャッキアップ完了高さで調整を行うため、ジャッキアップ
工事中旬までには、影響範囲のジャッキアップを完了させておく必要があった。

建物側
ＪＵＰ

地球側

EXP.J

南本館

ＷＩＮＧ

影響範囲のジャッキ
アップを完了させる
必要あり。

計画当初
引渡し日着工

ジャッキアップ工事

外構工事

建物側
ＪＵＰ

地球側

EXP.J

高低

低

高
バスラウンジ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、付随工事として、沈下により下がったままとなっているアスファルトと、グレーチング高さを調整する外構工事があり、ジャッキアップ工事の中旬までには、影響範囲のジャッキアップを完了させておく必要性がありました。
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前回工事から６年経っており、前回の作業員が集まらず、今回
作業員全員関空ジャッキアップ工事経験が無かった。

・会社を退職されている。
・他現場があるため抜けれない。など

経験者を確保できない。

施工条件の把握～ジャッキアップ作業員～

今回工事
JUP

10回目

６年経過

年 度

JUP
11回目

（他社施工）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、ジャッキアップ作業員において、前回工事から６年経っており、前回の作業員が集まらず、今回、作業員全員が関空ジャッキアップ工事未経験者でした。
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ジャッキアップ工事を実施するための課題

42m

本館ＷＩＮＧ

201ｍ633ｍ

152m
地下1階

1階 111本236本

1/600
以内

1/600
以内

ジャッキ
アップ

①隣接柱との相対変形角1/600を守りながら、長い建物を如何に効率よく、
後工程に影響のないようジャッキアップを行うか。

②関空ジャッキアップ工事経験のない作業員に如何に安全で問題なく施工
できるか。

③テナント、航空会社にジャッキアップの影響を与えず、クレームのない
施工ができるか。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の条件から、効率良くジャッキアップ工事を実施するための課題を以下の３つとしました。①隣接柱との相対変形角1/600を守りながら、長い建物を如何に効率よく、後工程に影響のないようジャッキアップを行うか。
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本館ＷＩＮＧ
201ｍ633ｍ

152m地下1階

1階 111本236本

ジャッキアップ工事を実施するための課題

①隣接柱との相対変形角1/600を守りながら、長い建物を如何に効率よく、
後工程に影響のないようジャッキアップを行うか。

②関空ジャッキアップ工事経験のない作業員に如何に安全で問題なく施工
できるか。

③テナント、航空会社にジャッキアップの影響を与えず、クレームのない
施工ができるか。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
②関空ジャッキアップ工事経験のない作業員に如何に安全で問　題なく施工できるか。
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本館

航空会社・税関など

国際線バスラウンジ

物販倉庫など

ＷＩＮＧ

①隣接柱との相対変形角1/600を守りながら、長い建物を如何に効率よく、
後工程に影響のないようジャッキアップを行うか。

②関空ジャッキアップ工事経験のない作業員に如何に安全で問題なく施工
できるか。

③テナント、航空会社にジャッキアップの影響を与えず、クレームのない
施工ができるか。

ジャッキアップ工事を実施するための課題

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
③テナント、航空会社にジャッキアップの影響を与えず、クレームのない施工ができるか。です。以降、３つの課題に対する対策を述べます。
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対策①３方式の比較検討によるジャッキアップ手順の改善

検討案 従来方式（周回） 検討案（ﾌﾞﾛｯｸ方式） 検討案（ｽﾃｯﾌﾟ方式）

工法概略

移動距離 大 小 中
後工程への
影響 × 〇 〇

品質管理難易度
凸凹に対応したジャッキアッ
プが必要 △

ブロックの境目では４スパン程度
かけて勾配を1/600にしないとい
けない。そのため1回あたりの
ジャッキアップ量算出が難 ×

②の均一化により管理が
簡素化 ○

全体工期 △ △ ○

コスト △ △ ○

課題①隣接柱との相対変形角1/600を守りながら、長い建物を如何に効率よ
く、後工程に影響のないようジャッキアップを行うか。

周回する
片側からブロックごと終わらせる

①本館

②凸凹を均一化

③ブロック
④周回する

1/600以内
確保

①②③④⑤
⑥

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、課題①の対策として、従来方式と、外構工事の影響を最小限に抑えるため、片側からブロックごとに終わらせていくブロック方式と、従来方式とブロック方式を組み合わせたステップ方式の３種類で比較検討した結果、品質管理の容易さと工程短縮にも繋がる、ステップ方式を採用致しました。次に、このステップ方式の手順を詳しく説明いたします。
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（ｍｍ）

通り芯番号

2017年沈下修正量グラフ

手順１：ジャッキアップ量の少ない本館側

から完了させる。

WING 本館
ステップ方式 手順①

1/600以
内確保

UP

DOWN

2017年ジャッキアップ量

WING

ステップ方式の手順

本館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、手順１でジャッキアップ量の少ない本館部分を完了させます。
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手順２：WINGの不規則に沈下している範囲の柱レベルを揃える。
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2 6 10 12 13 15 19 23 25N 29 33 37 41 45S 47 51 55 59 63 67S 69 73 77 81 85 89N 91 95 99 103 107 111 115

沈下量

（ｍｍ）

通り芯番号

調整ジャッキアップ

８９通りＥＸＰ.Ｊ廻りジャッキアップ

WING 本館

1/600以
内確保

UP

手順３：外構工事着手に影響する範囲（本館とWINGのEXP.J付近一帯）のジャッキアップを行う。

ステップ方式 手順③

ステップ方式 手順②
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2 6 10 12 13 15 19 23 25N 29 33 37 41 45S 47 51 55 59 63 67S 69 73 77 81 85 89N 91 95 99 103 107 111 115

沈下量

（ｍｍ）

通り芯番号

本館ジャッキアップ・ダウン

調整ジャッキアップ

UP
UP

UP

WING 本館

ステップ方式の手順

均一にするための調整ジャッキアップ

外構工事に影響
する範囲

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手順２でWINGの不規則に沈下している範囲の柱レベルを揃えます。手順３で外構工事着手に影響する範囲のジャッキアップを行います。
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沈下量
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通り芯番号

８９通りＥＸＰ.Ｊ廻りジャッキアップ

１周目

２周目

３周目
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沈下量

（ｍｍ）

通り芯番号

３周目

完了

WING 本館

手順４：レベルを揃えた柱を順次ジャッキアップを行う。

手順５：残ったWING先端のジャッキダウンを行う。

ステップ方式 手順⑤

ステップ方式 手順④

UP

DOWN

ｚ

WING 本館

順番

ステップ方式の手順

周回させる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、手順４でレベルを揃えた柱を順次ジャッキアップを行います。最後に手順５で残ったＷＩＮＧ先端のジャッキダウンを行う手順と致しました。
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ジャッキアップ未経験作業員

ジャッキ機材の操作
方法が分からない。

ジャッキアップの
ルールが分からない

ジャッキアップの方
法が分からない。

課題②未経験作業員への教育

対策②手順書の作成と現地現物指導

ジャッキアップ
専用の作業指示
書を作成し運用
を図る。

作業手順書を作
成し、教育を行
う。

ジャッキ操作手
順作成し、教育
を行う。

対 策対 策 対 策

問題点① 問題点② 問題点③

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、課題②の対策ですが、ジャッキアップ未経験作業員の問題点として、大きく３つに分けました。その対策として、ジャッキアップ作業手順書の作成、ジャッキ操作手順書の作成、ジャッキアップ専用の作業指示書を作成し、これらを用いて作業員を教育することにしました。
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課題③クレームのない施工をするには

対策③テナントへの工事報告フローの作成

：対発注者 ：対テナント

ジャッキアップ施工

各テナント毎に作業のお知らせ作成

テナントへ影響範囲と日程説明、作業のお知らせ提出

施工日当日午前中に再度工事の報告

施工前の開始連絡

最終までのジャッキアップ予定を日割り図として作成

施工後の終了報告

週間定例で発注者へテナントへの影響範囲再報告、調整

発注者へ各テナントへの影響範囲説明、調整

次回の工事日程説明

繰り返し

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
課題③の対策としまして、テナント対応用のフローチャートを作成し、テナントとの密な調整が行えるよう、回数を増やし、調整を強化することにしました。
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手順３：89通りEXP.J廻り（本館～WING間）のジャッキアップをブロック的に行い、完了させる。

ステップ方式 手順③

対策①の実施結果
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2 6 10 12 13 15 19 23 25N 29 33 37 41 45S 47 51 55 59 63 67S 69 73 77 81 85 89N 91 95 99 103 107 111 115

沈下量

（ｍｍ）

通り芯番号

調整ジャッキアップ
８９通りＥＸＰ.Ｊ廻りジャッキアップ

WING 本館

UP

外構工事場所

ＥＸＰ.Ｊ付近一帯を先行ジャッキアップしたことで外構工事を予定通り着手すること
が出来た。

外構工事に影響
する範囲

ＥＸＰ.Ｊ付近一帯の先行ジャッキアップ状況 外構工事着手

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に実施結果について説明致します。対策①の実施結果ですが、ジャッキアップは3班9人で夜間に実施しており、ＥＸＰ.Ｊ付近一帯を先行ジャッキアップしたことで外構工事を予定通り着手することが出来ました。
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管理値である相対変形角１／６００の最大まで上げることができ、さらに各柱同
じ量のジャッキアップが可能となり、ジャッキアップ量管理が簡素化された。
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通り芯番号

８９通りＥＸＰ.Ｊ廻りジャッキアップ
１周目
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３周目

ステップ方式 手順④
UP

1/600以内
確保
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ＪＵＰ量

（ｍｍ）

通り芯番号

本館ジャッキアップ・ダウン

調整ジャッキアップ

ステップ方式 手順②

UPUPUP

均一化

1/600以内
確保

最大20㎜ 最大20㎜ 最大20㎜最大20㎜

不規則に沈下してる範囲の柱レベルを予め揃えたことで、

工程の短縮・施工品質の向上

対策①の実施結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、不規則に沈下してる範囲の柱レベルを予め揃えたことで、管理値である相対変形角１／６００の最大まで上げることができ、さらに各柱同じ量のジャッキアップが可能となり、管理が簡素化されました。そのため、工期の短縮が図られ、施工品質も向上できました。
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ジャッキアップ方法を改善したことにより、従来工法より５日短縮

５日

工期を５日短縮できたことにより、作業員人
工が減り約１５０万円の原価低減を図れた。

対策①の実施結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジャッキアップ方法を改善したことにより、従来工法より５日短縮することができ、さらに、工期が縮まったことにより、作業員人工が減り約150万円の原価低減が図れました。
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実働４７日

ジャッキアップ方法を改善する事により、４７日で完了することが出来た。

対策①の実施結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全体工程はこのようになっており、ジャッキアップ工事は４７日で完了することができました。
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写真付き手順書作成 油圧装置操作手順作成

ジャッキアップ工事未経験作業員

対策②の実施結果「手順書の作成と現地現物指導」

ジャッキアップの方法が分からない。

問題点①
ジャッキ機材の操作方法が分からない。

問題点②

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対策②の実施結果では問題点①の対策として、作業員に分かりやすいように、写真付きのジャッキアップ手順書を作成致しました。問題点②の対策として写真付きジャッキアップ機器の操作手順書を作成致しました。
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作業指示書の運用

ジャッキアップのルールが分からない

問題点③

対策②の実施結果「手順書の作成と現地現物指導」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
問題点③の対策では注意事項やジャッキアップの留意事項を記載した、作業指示書を日々作成し、運用致しました。
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３つの資料を配布

無事故無災害達成

技術の継承

対策②の実施結果「手順書の作成と現地現物指導」

説明会の実施状況 現地での指導状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この３つの資料を作業員全員に配布し、説明会の実施、日々担当者による現地での指導を行ったことにより、作業員からの評判も良く、技術の継承と、無事故無災害で工事を完遂することができました。



33関西国際空港第１ターミナルビルにおける不同沈下対策工事の改善

5-2078

○ 5-2063

5-2103

5-2122

○ 5-2034

○ 5-2036 連絡先

○ 5-2073 関西エアポート株式会社　

○ 消防・防災G 5-2077 関西空港技術部　建築施設G

○ 5-2235 永山

5-2166 TEL　072-455-2241

○ 5-2241

○ 5-2247

○ 5-2242

5-2293

作業名称

作業場所

作業内容

作業期間

工　　程
2018年
5月7日

（月)

2018年
5月8日

（火)

2018年
5月9日

（水)

2018年
5月25日

（金)

2018年
5月26日

（土)

2018年
5月28日

（月)

2018年
5月31日

（木)

ジャッキアップ ジャッキアップ 昼：ジャッキ挿入 ジャッキアップ ジャッキアップ
夜：ジャッキアップ

（入室致します）

10：00～11：00

作業場所

作業員等

ＴＥＬ

作業責任者 泉本　明宏 携帯

現場担当者 五軒矢朋晃 携帯

現場担当者 川田　亨司 携帯

備　　考

企画Ｇ

建築計画Ｇ

オペレーションユニット

管理Ｇ

調達部 調達企画Ｇ

航空営業部

ターミナル営業部

下記工程参照

ジャッキ挿入・
シールカット・

ジャッキアップ
工事

別添図　有

柱ジャッキアップ工事 別添図　無

ジャッキアップ
工事

　　　昼間作業　5/7・5/26　10：00～11：00　その他夜間作業21:00～6:00
　　　　　　　　　　（入室致します）

関係部宛先 2018年5月22日

安全企画Ｇ

総務部 総務Ｇ

旅客サービスＧ

関西国際空港第１ターミナルビル不同沈下修正工事（南工区）

下記の通り、作業を行いますのでお知らせします。

企画・管理Ｇ

記

警備・保安Ｇ

特殊設備Ｇ

基本施設G

作業のお知らせ

柱M-65,M-67,M-69,L-65,L-67,L-69,J2-67,J2-69,H2-67,H2-69　（税関本部）

※柱周りの車の移動をお願い致します。

2018年
4月21日

（土)

NKIAC 運用部

建築施設Ｇ

建築設備Ｇ
技術部

072-455-9300

080-8524-2518

柱M-65,M-67,M-69,L-65,L-67,L-69,J2-67,J2-69,H2-67,H2-69　（税関本部）

（作業員）12名程度

施　工　者

株式会社竹中工務店

090-4640-0342

※ジャッキアップ前後で部屋内壁等損傷が無いか確認させて頂きます。

090-7769-2508

※工事の状況により工程が少し前後する可能性があります。

※柱周り１．５ｍ程度はジャッキアップスペースが必要となる為、空けて頂きますよう、お願い致します。

影響範囲記載の日割り図

航空会社・税関など

国際線バスラウンジ 物販倉庫など

ジャッキアップ施工

各テナント毎に作業のお知らせ作成

テナントへ影響範囲と日程説明、作業のお知らせ提出

テナントへ施工日当日午前中に再度工事の報告

テナントへ施工前の開始連絡

最終までのジャッキアップ予定を日割り図として作成し、

各テナント毎の影響範囲を記載

テナントへ施工後の終了報告

週間定例で発注者へテナントへの影響範囲再報告、調整

発注者へ各テナントへの影響範囲説明、調整

次回の日程説明

：対発注者 ：対テナント

テナントへの工事報告フロー

対策③の実施結果「テナントへの工事報告フローの作成と実施」

作業のお知らせ

繰り返し

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対策③の実施結果ではテナントに対して密な打ち合わせ調整を行ったとともに、影響範囲を記載した図面を作成し御提出したことで、工事のご理解をいただきました。
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テナントとの信用のアップに繋がり、信頼関係も築けたことで
工事をスムーズに進めることができた。

クレームなく工事を完了

テナント内部作業状況

対策③の実施結果「テナントへの工事報告フローの作成と実施」

その結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その結果、テナントとの信用のアップに繋がり、信頼関係も築けたことで工事をスムーズに進めることができ、クレームなく工事を完了することが出来ました。
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結論

Ｑ：均一化する調整ジャッキアップを行い、ジャッキアップ
量が一定化されることで、管理が簡素化でき、管理値で
ある相対変形角1/600以内で無事工事を完遂できた。

Ｃ：工程を短縮できたことで作業員人数を減らせ約１５０万
低減できた。

Ｄ：ジャッキアップ方法の改善と作業員にジャッキアップ方
法を指導したことで５日縮めることができた。

Ｓ：現地現物で施工手順の指導と教育により、無事故無災害
で終えることができた。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結論です。均一化する調整ジャッキアップを行ったことで、　管理が簡素化でき、相対変形角1/600以内で無事工事を完遂できました。工程を短縮できたことで、約１５０万円の原価低減が図れました。ジャッキアップ方法の改善と作業員にジャッキアップ方法を指導したことで、工程を５日縮めることができました。また、現地現物で施工手順の指導と教育により、無事故無災害で終えることができました。
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結論

■ＱＣＤＳを達成したことにより、今後の工事受注に向けて、お客様と
の信頼関係をより強いものにできた。

今後も継続的にジャッキアップ工事が必要となる。

資料:関西エアポート（株）出典

１期島

２期島

2060年2019年

4m

■今回の改善方法を今後のジャッキアップ工事にも水平展開を図り、
技術の伝承とさらなる生産性の向上に寄与したい。

平均沈下予測表

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関西空港は今後も沈下すると想定されており、今回、ＱＣＤＳを達成したことにより、今後の工事受注に向けて、お客様との信頼関係をより強いものにできました。また、今回の改善方法を今後のジャッキアップ工事にも水平展開を図り、　技術の伝承とさらなる生産性の向上に寄与したいと考えます。
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ご清聴ありがとうございました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これで発表を終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
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